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＜病棟連絡事項＞
・3月分カンファレンス勉強会が各自送られているので確認して下さい。

・女子トイレ週末に修理後、問題無く使用出来ています。
＜患者様連絡事項＞
・中田　弘子様～本日主治医面談実施しています。詳細は記録参照して下さい。
・八森　啓子様～個室利用申込書、減免を医事に、医療保護入院期間更新の書類をPSWにそれぞれ提出しています。
・小比類巻　昇様～個室利用申込書、減免を医事に提出しています。
・小田　沙也加様～スマホ利用希望あります。主治医に確認していきましょう。
・藤井　理代様～計画相談契約の為のモニター面会を3/31　15：00～で予約しています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高柳　和子様～昨日は食事が来ても不貞腐れた様子でしゃがみ、無視をしたり時間を置いて促すと摂取するも、他者の食事のお膳を凝視したりとやや落ち着かない姿見られています。本日はそのような事なく比較的穏やかです。引き続き精神症状観察していきましょう。
・畑山　幸子様～週末は環境に対する不安や不満訴えていました。本日は作業療法にも参加し気分変動なく過ごされています。引き続き精神症状の観察と必要時は傾聴していきましょう。
・榊　正博様～朝方、ふらつきありましたが日中は消失し自室で過ごされている事が多いです。服薬も声掛け要し活気の無さ、作業療法にも取り組まれていません。自発的な訴えが少ない為スタッフ側から声掛けし気分変動に注意していきましょう。
・藤井　理代様～週末、妄想言動、帰宅要求やテンキー弄りも見られています。本日も結婚したと発言あり気分高揚さ妄想言動聞かれています。所在確認と他者トラブル、行動に注意して観察していきましょう。
・中田　弘子様～頭痛、神経過敏になっていると訴えあり、担当スタッフと相談し服薬自己管理を続けていくのは困難な為、一旦中止となっています。連日、表情冴えなさ目立ち活気も無いため日中の活動量も注意していきましょう。
・豊田　健世様～週末、自力でトレイに行けず失禁する等体動困難さありスタッフ介入要しています。腰背部痛の訴えあるようです。本日は動作緩慢さありますが、車椅子自操出来ています。身体不調注意していきましょう。
・坂田　輝様～昨日夕食時、自身の席に特定女性患者様が座っている事で、不機嫌さと易怒性見られ夕食拒食しています。一時的に拒薬もありましたが、時間を置いて対応し内服出来ています。本日は他者トラブル見られていません。
・木村　友哉様～退院後の職や家族様から掛けられる言葉を考えてしまい、自宅退院してもすぐ調子を崩すのでは…と葛藤や不安が見られています。ストレス対処方法は上げられますが、キャパオーバーした時の対処方法が分からず、過量服薬等の行動に至っているのは理解している様子ではあります。必要時話しを聞いていき、診察時に情報提供しましょう。
＜退院支援状況確認＞
・竹林　幹彦様～3/6介護認定調査実施しています。結果に応じて退院先について検討していきましょう。

・奥泉　素子様～アルコール依存症治療プログラム実施中。3/17主治医面談実施し外出泊訓練も開始しています。4/10酒歴発表となっています。
・松原　千積様～入院前はGHで入居していました。今後については本人意思が都度変わる為、意向確認していく予定。
・木村　友哉様～3/31主治医面談予定です。自宅退院予定ですが葛藤と不安があり、主治医からも自立を目指す事も考え、施設入所しひとり暮らしをしながら就労移行支援も活用していく方向も提案されています。
・竹原　千晴様～3回外泊訓実施しています。ご家族より今月の退院希望がありましたが、主治医より退院前訪問調査とサービス調整を終えてからの退院を提案され了承しています。
・中里　慶子様～3/26青山荘体験外泊予定です。
・宮本　久美子様～3/14介護認定調査実施済。3/31退院前訪問3回目を実施予定。家電の購入タイミングで再度自宅へ外出し生活環境を整えていく事としています。

・田島　博文様～南山苑申し込み済み、症状安定したら入所進めていきましょう。

・鹿原　一様～3/21主治医面談実施しています。身体障害者サービスの申請についても説明しています。
・豊田　建世様～有料老人ホームおおひらきより、一度退去となりますが再度御家族より申し込みがあれば優先的に対応して頂ける事となっています。転院予定としていましたが、方向性が変更となるため上記も検討していきましょう。

・高橋　サヱ様～2/17五戸町役場、保佐人兵藤様、生保担当者松山様と面会しています。今後の情報共有の場ではGH「つくし」有料「れんげ荘」「いなほ」「つばさ」が条件に合う施設として検討されています。介護認定調査を2/7実施しており結果を待って申し込みを進めていく事としています。

・川口　八寿子様～リハビリを目的として西病院に転院の方向性で進めており、今後、紹介状転送予定です。受け入れできない場合は他施設検討していきましょう。
・西　和世様～介護保険の期限が1月末までとなっており長男様へ更新するよう連絡済みとなっています。

・坂田　輝様～一般のケアハウスを退院先として予定していますが、受け入れ先が見つからない状態です。

・奥沢　陽子様～3/10介護認定調査（再）実施済み、結果待ちとなっています。

・八森　啓子様～退院先についてGHで家族様意向固まっています。今後本人と計画相談とで施設見学を進めていく予定です。

・小田　沙也加様～入院前より主治医から施設での生活を視野に入れてはと提案があり、自宅か施設への退院となります。今後意向確認予定です。
・畑山　幸子様～自宅退院予定です。夫婦単身生活となる為、精神症状安定後に
サービス導入や方向性を再度検討していきましょう。
・榊　正博様～自宅退院予定です。入院前はデイケアと就労支援利用されている
為精神症状安定後にサービス導入や方向性を再度検討していき
ましょう。
＜小栁Dr.診察情報＞
・奥泉　素子様～アルコールプログラムの取り組み良好である事、3/22に1回目の外泊に行かれている事、食事　睡眠　排便状況問題ない事を情報提供行っている。診察時も穏やかに話されている。次回外泊訓練を行い退院の方向性となり御家族様と相談し日時決めてきて下さいと説明受けている。退院後一週間後の外来受診は可能であるとの事。
・嶋守　さち子様～アルコール依存症治療プログラムの取り組み良好であり落ち着いて過ごされている事を情報提供行っている。診察時、良くも悪くもない、病院生活に慣れちゃうのも困るし帰りたいといった事を話されている。主治医より、日中の活動場所としてデイケア見学を予定する様指示あり。処方変更なし。

・佐々木　シケ様～帰宅要求目立たず食事摂取され夜間良眠されている事を情報提供行っている。診察時、主治医より本日誕生日のお祝いの言葉をかけた所、笑顔見られている。特に困っている事はないと話されている。薬剤調整にてチラーヂン(50)1T→2T　1×朝食後に増量となる。
・夏坂　禎様～表情冴えず活気無い事、退院の件に関し不安があるとの訴えが聞かれている事、姉様より、“面談の時に母様へ合わせると、情で退院させたいと思う可能性がある為会わせたくない”といった言動が聞かれていた事を情報提供行っている。診察時は不安感と苦しいとの訴え何度も聞かれている。施設入所は拒否見られていおり、母様との同居を希望されているが同居は難しい事の説明を受けている。薬剤調整にてツムラ半夏朴湯3P　1日3回　毎食後が追加となる。
＜柞木田Dr.診察情報＞
・木村　友哉様～3/18の外泊は変わりなかったこと、昨日退院に関しての思いをスタッフに話された事を情報提供行っている。診察時は、施設入所は拒否的で、このまま家族を放置するのもどうかや自分が家からいなくなったらと考えちゃってとの事で自宅への退院を希望されている。主治医より、これから自立を目指す事も考え、家族から離れ施設入所しひとり暮らしをしながら就労移行支援も活用していく方向もどうかといった話しを受けているが、はっきりとした返答ななく、3/31の面談の際に御本人も入り今後の方針を話し合う方向性となる。処方変更なし。

・伊藤　正明様～夜間連日不眠時服用されている事、日中落ち着かず一度不安時服用した事、食事は数口が2回程あり、本日昼食時は眠気があったようで不食となっている事、体重増減はない事を情報提供行っている。診察時はクエチアピンの追加処方希望あり。他患者様の叫んでいる声でイライラする事がある事を話されている。退院後は「辛い事や嫌なことがあったらお薬を沢山飲んでしまうか」との問いには家に帰ってみないと分からないといった事を話されている。薬剤調整にて、クエチアピン(12.5)　1T1×寝る前が追加となる。

・豊田　健世様～腰背部痛による体動困難や依存的な部分も見られており、スローペースさが見られている事を情報提供行っている。診察時は、時折少量の嘔吐がある事、靴の脱ぎ履きが上手く行かず時間がかかってしまう事、腰痛悪化はしていない事を話されている。薬剤調整にて、タンドスピロン(10)1T1×寝る前が追加となる。また右側腹部　腰部の帯状疱疹部位は一部痂疲かされているが、皮膚科診察依頼する様指示あり。

・風張　久美子様～同室者のイビキが酷く眠れないといった事があった事、3/21筋注実施している事を情報提供行っている。診察時は落ち着いて話されている。主治医より、てんかんもあるため、十分に睡眠が摂れるよう配慮していくよう(同室者の影響で睡眠がとれない等ならないよう居室変更検討していく等)、指示あり。

＜倫理カンファレンス＞
・事例①：連日尿失禁量が多い患者様の更衣を行うにあたり、声掛けに対し怒鳴る、更衣介助しているところに殴る蹴るなどされてしまう。更衣を行わないことにより、尿臭が酷く衛生面でも良くない状態。声掛けにて更衣を行う率は低く、また、説明に時間も要する。更衣や入浴時に全身状態の観察も必要。
・もやもや：着替えしましょう」「風呂に入りましょう」などの正当な声掛けには怒鳴られるか拒否されることがほとんどな為、「出掛けるので着替えしましょう」「おやつあります」など別の声掛けにモヤモヤ…。また、暴力を受けない為に両手を押さえて更衣介助をしなければならないことにモヤモヤ…。
・倫理指針：人権尊重　善行　無危害
・事例②：スタッフが業務中に患者様が話し掛けてきて、その後も長時間の話し掛けあり。話を最後まで聞くことなくその場を立ち去っていた。 
・もやもや：業務を早く終わらせたいというジレンマと患者様対応をしないと無視されたのではないかと思い込み、悲観的言動（自傷行為又は自殺行為）を起こすのではというモヤモヤがあり、対応に悩んでしまう。 
・倫理指針：患者様の基本的人権を尊重する必要がある。悲観的言動を起こさないためにもカンファレンスでの検討は必要である。患者様の状態からすぐの対応が必要ではないと判断したと思われるが、「敬意が込められた看護を受ける権利」がある為、その権利を保障することは重要な責務となる。この観点からは今回の判断は十分な配慮ではないと考えられる。
また、その場から立ち去るという行動・対応は患者様との関係性が構築されているとしても、尊厳を傷つける行為となる可能性がある。

・事例③：スタッフを見ると歩み寄ってきて、「私の〇〇はきれいですか？」や「どうすればいいんだろう？」と涙を流して訴えてくることあり。解決方法を提示するも納得せず、何度か初めに話が戻られる為声を荒げたり、対応が素っ気なくなってしまった。

・もやもや：一度解決案を提示するも、本人の中で実施出来るか不安になりその不安がさらに問題になるという悪循環を起こしており、その都度丁寧に説明を行うも、納得されず振り出しに問題が戻る為苛々感が出たり素っ気ない態度をとってしまった。

・倫理指針：人権尊重・無危害・知る権利、自律、自己決定の尊重に該当すると考える。患者様には知る権利があり、十分な情報を得た上で自己決定出来るように保障することが重要である。自らで解決方法を探し出せない場合は、今・現在終わらせないといけない行動を先に優先して行って頂いた後、時間をおいて再度初めの問題について考えるようにして頂く。
・事例④：良好の関係性を築いていたと思っていたが患者様からスタッフの発言を「遺書に書く」と言われてしまった。
 ・もやもや：その一件から話し掛けたそうに近づかれても、声をかけるが親しみを込めた話が出来ず心の距離が生まれどう対応するべきか分からなくなった。
・倫理指針：人権尊重、継続学習に該当すると思われる。患者さんが自分の考えや気持ちを表現できないことで不利益を伴っている場合は、その意思に現れた感情や背景なども汲み取り、相手の気持ちや存在を尊重することも必要。また代弁者として行動することも必要と考えられる。

